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近 況 ＆ 祈 祷 課 題

タイ　新納真司、玉皇

・12/7 のクリスマス子ども会に地域のゴ

スペルクワイヤーを招きます。CS につ

ながるお友達に出会えますように。

・今年はバンコクの現地教会と連携を取り、

伝道的なクリスマス礼拝 (12/22) を持

てますように。

インドネシア　高橋央也・恵

・現地教会、団体と協力しインドネシア人

へのアプローチが進むように。

・恵師は 2025 年 2 月中旬から、央也師

は 3月末から 4月初旬に一時帰国予定。

教会訪問と報告会のため。

インドネシア　今西勇太・茉莉

・東ジャワの８つの教会合同で毎月行われ

るユースミニストリーの祝福のために。

核となる若者の成長と一致のために。

・年末年始のユースキャンプのために。

・想太（4歳）、直実（3歳）に良き友が

与えられるように。

要配慮国　みか

・未伝部族伝道チームに新しいメンバーが

与えられ、新しい取り組みも始まりまし

た。大学でも新しいプログラムが始まり

ました。これらが祝され、主の栄光にな

りますように！

ベルギー　川上寧・真咲

・かなり経済状況が逼迫しております。経

済的な必要が十分に満たされる仕事や、

支援を得ることができますように。また、

ブリュッセルの東にあるルーヴェンにて

新しい働きを始めました。実りがありま

すようお祈りください。

インドネシア　R・K

・聖なる御名を賛美します。尊いお祈りを

感謝します。がん闘病中だった兄が天に

召されました。これまでのお祈りを心か

ら感謝します。インドネシアに帰任し、

子ども達に仕える事、インドネシアの魂

と共に生きる事は、主が許し委ねてくだ

さっている事を改めて覚え、感謝してい

ます。子ども達の日本語の学びと共に霊

肉の守りと祝福をお祈りください。

７月の姉の召天から 4か月が過ぎ、ようやく納骨式を行う
事になり、日本に帰国しました。終戦後、父は戦友 ( 親友 ) を
頼りに九州の久留米へ、母と東京で生まれた姉と障がいのある
兄を連れて｡ その後私たちきょうだい 4人は久留米で生まれ、
私が6歳の時までそこで育ったのです｡ 父の戦友はそこのルー
テル教会でクリスチャンとなり、姉は教会の幼稚園へ入園しや
がて我が家の初穂となり、我が家は教会に導かれました。
さて、その納骨式の前の週､ 東京の日韓教会でぜひ証しして
欲しいとの依頼を受け、礼拝の御用をさせて頂きました。日本
に住む韓国の信徒、そして日韓のカップルの信徒たちはこの世
での成功より、やがて来る天国の希望に満ち溢れていました。
日本人・韓国人それぞれに過去の歴史の痛みはありますが、イ
エス様に頼る信仰生活ができるのは勝利です。手話で共に賛美

奥地モンテカルロ開拓宣教に挑戦し、間もなく 15年になろ
うとしています。この地の開拓と群の形成は、当初、比較的順
調に進んだかに思えましたが、宣教の駒の指し方を焦ったため
か、軌道に乗り始めていた教会形成は数年後失速しました。振
り返れば、頓挫は「神の御声」の軽視にこそ要因があったと思
います。が、しばらくの苦悶と悔い改めの渦中でのカルロス兄
の献身と結婚は、天からの一条の光となって私たちを励まして
くれました。日本人の私たちとドイツ系カルロス夫妻との霊的
な息もピタリと合致し、その後、教会は 80名礼拝へと成長を
許されています。モンテカルロ教会の自給までもう一歩です。
同じ時期、開拓伝道に携わった山奥のグアッタンブ－教会は、
アラジ－ノ夫妻（75歳と 72歳）の健闘が光りました。「神の
愛」「祈祷」「宣教」に燃やされた牧会は教勢 25～ 28名と小

私たちの教会では１０月に普段教会や聖書になじみのない人
たちに福音を届けるためゴスペル・サンデーを持ちました。プ
ロのクリスチャン・ゴスペル・シンガーである葛葉美奈子さ
ん、そして、サポート・ミュージシャンもプロのクリスチャン・
ミュージシャンの方々をお迎えし、由美もサックスで加わりま
した。まず葛葉さんのリードで、英語と日本語で２曲、会場の
みんなで歌いました。その後、葛葉さんが、トークと証を交え、
オリジナルの歌を４曲歌いました。そして英樹がメッセージ「愛
の道」を語り、さらに２曲、葛葉さんが歌いました。
　音楽は世界共通語です。葛葉さんのトークと証は日本語か
ら英語に通訳されましたが、歌はすべて日本語でした。それで
も、外国人の方々の心に深く入り込んでいました。また、由美
の体操の先生（ノン・クリスチャン・８０代）は４月のゴスペ

しながら慰められ励まされ、喜びました｡
その後、私の母方の従兄弟会が何と 50年ぶりに行われまし
た。母は既に天に還っていますが、7人兄弟の末っ子の叔父（95
歳）はまだまだ元気で、自転車にも乗っているという話を聞き、
一同大いに励まされました。これを機会にこれから伝道をして
行きたいと願っています。
最後にもうひとつ、私の神学校時代の先輩である古賀先生は
2年前に倒れられ、今は施設に居られます。その後遺症で、歩
くことができず、お話もできません。久しぶりにお会いして、
奥様と 3人で泣いてしまいました。そのあと車椅子を押しな
がら施設内を一回りし、最後に手を繋いで祈り、主に在る互い
の友情を確かめ合いました。皆様の変わらぬお祈りとご支援を
心から感謝し、祝福と恵みを祈りつつ。

数ながら、教会員の霊的成熟度が眩しく目に映ります。課題と
して残った「天井」も日本からの尊い献金で完成し、会堂はよ
り明るくなりました。日本の皆様、本当に有難うございました。
グアッタンブ－教会への宣教支援は今年一杯です。
ピライ開拓の開戦から 1年 4カ月が過ぎました。かつて、
資材が散乱していた建物は、礼拝が出来る会堂へと変貌を遂げ、
今はようやく教会らしい姿になっています。年末からの建設プ
ロジェクトは、１）天井工事　２）照明設備　３）外装と看板
設置の 3つです。私たち夫婦は年齢を重ね、建設工事の重労
働は困難ですが、セイサル夫妻と助け合いながら前進して行き
たく願っております。
日本の皆様、恵みに満ちた新年をお迎えください。感謝しつ
つ。（繁）

ル・サンデーに続き参加してくださり、終わった後、「次はい
つやるのか、ぜひ知らせてほしい」と言って帰っていかれまし
た。音楽には本当に力があります。
　使徒の働き 16章にこんな記事があります。パウロとシラ
スが牢獄の中で賛美をしていると、突然、牢獄の扉が開き、す
べての囚人の鎖が外れた。賛美には固く閉じられた心の戸を開
き、罪の鎖を断ち切り、人々を自由にする力があるのです。神
様は、ゴスペル・サンデーを通して、新しいことを始めてくだ
さったと感じています。また、教会のメンバーそれぞれが具体
的に役割を持って関われたことも大きな成果でした。ノン・ク
リスチャンの方々に証しする機会が与えられ、彼らがイエスに
出会い、教会につながるよう、覚えてお祈りください。（英樹）

納骨式の前の出来事

さらなる奥地で 15年

ゴスペル・サンデー

韓国　長澤久美子

アルゼンチン　在原繁・津紀子

国内　国際教会牧会　宇井英樹・由美

「本帰国すると逆カルチャーショックのために苦しむ期間が
あるよ」と先輩宣教師たちから聞かされていました。いざ本帰
国してみると逆カルチャーショックも経験しましたが、もっと
つらかったのはアイデンティティーの危機でした。宣教地から
帰ってきて、牧師といっても牧会する教会はない。宣教師といっ
ても宣教地にいない。役割と使命感を見失って、自分の価値が
大幅に下落してしまったような感じがしました。先行き不透明
で不安なのですが、心の中に空洞があり、何か新しいことを始
めるエネルギーが全く湧いてきませんでした。
８月に所属教団のユースキャンプで奉仕することになり、合
計３回のメッセージと分科会を任されました。２日目の朝、一
人で部屋の中で祈っていると、完全原稿を準備してきたメッ
セージをやめて、主が用意してくださる別のメッセージを語る

ように聖霊が導いておられるのを感じました。その別のメッ
セージを求めて祈っていると、みことばや、キーワードが、雨
が降ってくるように、頭の中に飛び込んできました。それらを
書き留めている間、なぜか涙が止まりませんでした。100 人
以上のユースキャンプ参加者に語るメッセージなのですが、私
自身への励ましのメッセージでもありました。それから主に感
謝を捧げていると、「リバイバルが来る」という言葉が飛び込
んできました。希望的観測などではなく、「主がおっしゃるから、
本当に来る」と腑に落ちたような感覚でした。これから主が私
を導いてくださる方向に、手のひらほどの小さな雲（１列王記
18：44）が見えて、前に向かって進んで行く勇気と力が与え
られました。（圭吾）

これからのビジョン

タンザニア（日本ベース）安川圭吾・美穂

宣教支援広告
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今年も救い主イエス様の降誕を祝う時期となりました。ルカ
の福音書には、キリストの誕生の知らせを最初に受けたのは羊
飼いだったとあります。当時、羊飼いは人口登録もされず、社
会の隅に追いやられた存在で、神殿や会堂に礼拝にも行けな
かったのです。しかし、その羊飼い達が、イエスキリストの地
上の最初の礼拝に招かれたのでした。キリストがお生まれに
なったのが、宮殿でも、神殿でも、普通の家や宿屋でもなく、
動物小屋だったが故に、できたことでした。その質素な礼拝は、
天の軍勢による賛美で飾られました。ベツレヘムの夜空に輝き、
響き渡った天使の賛美とはどんなだったでしょう。
その数年後に東方（バビロン）の博士達が約 1500kmを旅
して、幼児イエスキリストに高価な贈り物を携えて礼拝に来た
のです。なぜバビロンの博士達が、メシアの誕生を知ることが
できたのでしょう。バビロンは BC586にユダヤ人が捕囚とし
て連れて行かれた場所。当時、バビロン国内には 2万人近く
のユダヤ人が住んでいたと言われています。メシアの到来を待
つユダヤ人の信仰は、バビロンの人たちに何らかの影響を与え
たことでしょう。特にダニエルはバビロンの宮廷で「夢とき」
など、預言を扱う部署の長として仕えていたので、占星術師た
ちも彼の影響で、エルサレムの方向にメシアの到来の兆しがな
いか心していたのかもしれません。ある時、不思議な星が現れ、
それに導かれて博士達は、メシアを礼拝しにエルサレムまで来

クリスマスに招かれた者

たのです。イエス様は宮殿には居られませんでした。この方は
誕生の瞬間から、社会の片隅の羊飼いや、天の軍勢、異邦人や、
天体からも、礼拝を受けるに相応しい方だったのです。十字架
と復活で成就したこの喜びの福音は、2000 年の時を超えて、
世界中に広まりました。人生を捧げて地の果てまで福音を届け
てくれた宣教師たち、証人たちによって、アジアの一国日本に
も届きました。
近年アジアで宣教のムーブメントが起きています。アライズ・
アジア運動は、「福音の届いていない地に出て行こう！」　とい
うビジョンを掲げて、フィリピン、ネパール、スリランカ、香
港、モンゴルなどにムーブメントとして飛び火し続けています。
また、9月には韓国でローザンヌの 50周年目の国際大会が開
かれました。対面とオンラインで参加した約一万人が、聖霊の
力の必要性、和解と一致、迫害下の教会、AI 社会の宣教など、
今日的課題にどう取り組むかを、再確認しました。今、世界は
戦争や内乱、迫害や災害などによって混乱、分断されています。
神の愛を受け、福音を託されたクリスチャンこそが、和解と一
致、回復の担い手となれるとの励ましを受けました。素晴らし
い福音を、日本から世界に届ける貴重な働きに携わるお一人一
人が、来るべき年も、神様のお力を受けて前進するようにと、
心から祈ります。　「天には神に栄光が、地には平和が御心に
叶う人々にあるように。」　

モンゴルキッズの家：
マンホールチルドレンを支える会、支援会代表

東京キリスト教大学 講師　高見澤栄子

イギリス　相馬裕美

・オクスフォードの留学生伝道の拠点とな

る「チームハウス」が与えられるように。

集会ができる大きなリビングルーム、ゲ

ストルームがある家を求めています。

・留学生を送る側のイギリスの地域教会、

受け取る側の日本の地域教会が協力し

あって留学生伝道を進めることができる

ように。

北フランス　宮坂鉄也・ジャンネメ

・２ヶ月ほど前から、元々プロテスタント

の二人の女性が礼拝に集っています。ク

ロエさん（20代）とアンリアンさん（60

代）です。近々、彼女たちと聖書の学び

を始める予定です。イエス様の福音を通

して神の恵みを体験し、彼女たちが「新

しく生まれ変わる」（ヨハネ３章）こと

ができますように。

要配慮国　ちえ

・長年の宣教の働きの中で、ようやく、現

地の方々が自ら主イエスの御名を呼び求

め始めています。現在、私はスラムから

離れて日本での働きとなっていますが、

主は彼らの内に働き続けています。短い

宣教の旅を豊かに祝福して下さっている

主と皆様のお祈りに感謝します。

・異教の国に於いて主イエスキリストの救

いを求める人々が迫害から守られて明確

に救いの恵みに与ることができますよう

に。

要配慮国　N.K

・A国のヒンドゥ、仏教などの女性たちが

救われ、自立して希望を持って生きてい

けるように。

・B族 Sが無事出産お祈り感謝します。信

仰の継承と嫁ぎ先 S族の家族全員が救わ

れるように。 ・家主Gに癒しの祈りと

孫娘 Pとイエス様の話ができ感謝。福音

を伝え、救われるように。

・語学修得（A国語と英語）、今後共に働

く人々、信頼関係のある交わりが与えら

れるように。

・今後の働きの道が開かれ、A国に祈りで

共に参加する人々が与えられるように。

F さんの洗礼式（井野宣教師）Fさんの洗礼式（井野宣教師）

動物園へピクニック（インドネシアＭ＆Ｓ・Ｙ）動物園へピクニック（インドネシアＭ＆Ｓ・Ｙ）

短期アウトリーチ（高橋真宣教師）短期アウトリーチ（高橋真宣教師）

母娘お揃いの衣装で（高橋央宣教師）母娘お揃いの衣装で（高橋央宣教師）

秦野クリスチャン・センターでの奉仕（安川宣教師）秦野クリスチャン・センターでの奉仕（安川宣教師）
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F さんは、ドイツで日本食レストランを経営していました。と
ころが脳梗塞で倒れ、マヒが残ったので、かつては話せていた
ドイツ語が話せなくなり、お仕事もできなくなりました。日本
にもドイツにも頼れる家族がいないFさんは、自暴自棄になり、
自殺も考えたと言います。その様子を見かねた彼の知人が、「教
会に行ってみたら？」とアドバイスし、昨年 1月、初めて教
会の礼拝に来られました。それ以来、毎週の礼拝、祈祷会など、
教会の行事に皆勤賞で来られました。その年のペンテコステに、
インターナショナル教会との合同礼拝でイエスを救い主として
受け入れ、その後は、インターナショナル教会の牧師と私の 3
人で聖書の学びを続けています。そして今年の 10月 27 日、
インターナショナル教会との合同礼拝で、受洗の恵みにあずか
りました。

昨年 11月 1日、尹鶴子（ユン · ハクジャ、日本名：田内千鶴
子）夫人の生誕 111 周年の除幕式を行った木浦市の教会から
招待され、集会で講義をしました。田内千鶴子は外国人女性と
して初めて大韓民国で勲章を受けた方です。講義を通じて木浦
地域の 300 人余りの牧師たちと関係者たちの目頭を熱くした
その感動は忘れられません。千鶴子さんが創設した木浦の共生
園は韓日間の共生と恵みの架け橋としてモデルとなりました。  　
宣教師として献身し、母国の韓国に来て、過ぎ去った日々を振
り返ります。在韓邦人宣教と霊的架け橋を使命に、日本ビジョ
ン教会を創立してからもう 18年になります。この前、このよ
うな内容の礼拝説教をしました。謙遜は私を低くするのではな
く、 神様を高めることだという言葉があります。そしてリンゴ
の種は数えることができますが、種の中にあるリンゴの木は数

　Fさんは仕事に就くことができないので、生活の援助を受け
るために、たくさんの手続きが必要です。しかも、ドイツ語が
できないので、多くの助け手を必要としています。聞くところ
によると、日本を脱出して一旗揚げようと単身外国に来たもの
のうまくいかず、路頭に迷い、日本にも帰れないで困窮してい
る日本人男性が増えているそうです。領事館も、そういう人の
面倒は見てくれません。今まで、ヨーロッパの日本語教会には
駐在員家庭など、比較的裕福で優秀な人々が集っていました
が、これからは日本語教会の構成メンバーも変化の兆しが見え
ます。（実際、現在ミュンヘン日本語教会に、駐在員家庭はゼ
ロです。）教会が、どんな人でも集え、お互いを受け入れるこ
とのできる、キリストの愛を示す場所として成長していくこと
を願っています。

え切れないという話もあります。私に対する神様の意味が何な
のか考えてみます。多くの人が肉的な人と霊的な人の話をしま
す。複雑で、妙に説教する牧師が多いですが、とてもシンプル
です。霊的な人とは誰ですか？聖書の知識が多い人ではありま
せん。霊の眼が開き、うろこが剥がれた人です。霊的な人は礼
拝の尊さと霊的権威を知り、神様を畏敬するようになり、教会
を主の体として仕えることでしょう。日本ビジョン教会は来年
3月 9日に創立 18周年の記念礼拝を行います。ソウルの中心
地から離れ家賃は安くなりましたが、来られなくなった方もい
て礼拝人数は減りました。 これから主が導く道を歩みたいと
思います。荒野で、昼は雲の柱で、夜も火の柱に導かれるまま
に。皆さんのお祈りが切に必要な時です。（ダニエル）

インドネシア　浅井俊貴・ひかり

・学校に更に多くの生徒が送られてきてお

り、祝福されていること感謝！現在は新

校舎が建設中。続けて共同体の一致が守

られるように。私もチャプレンとして知

恵をもって導いていくことができるよう

に。

派遣待機中　岡本告・涼子

・台風 10号で一旦は道が閉ざされました

が、9月に無事に渡米し、短期宣教が祝

福され、感謝！ ・10 月から 2025 年 1

月まで、パリ・プロテスタント日本語キ

リスト教会で中期牧師として奉仕し、教

会員の方々をはじめ、フランスに滞在し

ている日本人の方々との出会いが与えら

れています。福音宣教が祝福されますよ

うに。

台湾　高井ヘラー由紀

・11/18・19 の政府による台南神学院の

認可継続訪問審査のために。認可継続（6

年間または 3年間）の評価が与えられる

ように。

・日本に滞在中のAさんの心に主が続けて

働いてくださり、今後の道を示してくだ

さるように。

・由紀師もダニエルさん（ご主人）も多忙

なので、特に離れ離れの期間中、健康が

守られるように。

インドネシア　渡部惇

・チカラン JCF( 日本語礼拝 ) が主の栄光

として尊く用いられますように。 ・チカ

ラン地域の日本人宣教として、関係伝道

をとおして福音の種がまかれ、実が結ば

れますように。 

・ビザの更新がスムーズに行われ、現地で

の働きが長く用いられますように。

脳梗塞を経てキリストへ

宣教開始 18年を思う

ドイツ　井野葉由美

韓国　朴ダニエル・任妍貞

今年８月のモンゴル短期アウトリーチでは、聖霊様の臨在の
中で誠実な証が用いられた。参加者９名は全員女性。TX教会
の礼拝とユース集会。礼拝後モンゴルの方々から「チームの証
が心に残っている。私も自己卑下はやめます。私を愛し、高価
で尊いと言って下さる神様の言葉を信じます」と感謝を頂いた。
翌朝、ハラホリン（旧都カラコルム）へバスで 10時間かけ
て向かう。ゲルに２泊。マシカ牧師とゲレル教会の兄姉と共に
大自然の中で創造主なる神を褒め称える。ここでも日本チーム
の証に人々が真剣に耳を傾ける。救い主を賛美し、日蒙の救い
を祈り合う。天の御国が地上に現れた時間。
翌日は児童養護施設を訪問。ゲレル教会牧師夫人のバトマ―
先生が働いておられる。政府公認なので教会との関わりに監視
の目が厳しく、チームでの訪問は出来ず、私たち夫婦だけが許

された。子ども達はバトマ―先生を「お母さん」と慕い、施設
を「お家」と呼んで本当に温かい我が家の雰囲気。地域政府は
それを疎ましく思い、締め付けてくる。それでも子ども達が大
好きな「お母さん」のいる教会に、日曜に行くことまでは規制
できない。主からの知恵とバランスを頂き、施設内での伝道は
禁止なので、私は「幼い頃の思い出」を語った。内容は主の愛
の証。
全員「何ができるだろう」と心配しながら出発したが最終日
には感謝の涙。全て主の恵みの御業。ありのままの私を捧げる
と主が用いて下さる。これが宣教。「しかし、聖霊があなたが
たの上に臨むとき、あなたがたは力を受けます。そして、エル
サレム、ユダヤとサマリアの全土、さらに地の果てまで、わた
しの証人となります。（使徒１：８）」　（真一）

短期アウトリーチの証し

モンゴル　高橋真一・千恵美

宣教支援広告
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献金芳名リスト・教会および団体
旭川めぐみ　アルゼンチン宣教を支える会（2）　
アンテオケサポーターズ　インドネシア福音
（3）　井野師を支える会（3）　宇井師を支え
る会（3）　浦和福音（3）　大磯キリスト（3）　
岡本師を支える会（3）　香登　可児福音（2）　
片柳福音自由（2）　かもい聖書（6）　京都シ
オンの丘（3）　清瀬福音自由　久米麗を支える
会（2）　クリスチャンフェローシップチャーチ　
神戸希望を支える会（3）　郡山キリスト（3）　
国分福音　御殿場純福音　札幌福音館（3）　鈴
鹿キリスト福音（3）　高島チャペル　高橋央也・
恵と共に歩む会（3）　高松シオン（6）　立川
駅前　垂水（4）　タンザニアミッション（3）　
千代田福音　東栄福音（3）　東京グレイス　東
京若枝（3）　トップ・スペース　名古屋一麦（3）　
名古屋グレイス　２１世紀キリスト　日本イエ
ス教団事務所（3）　ハンガーゼロ　朴師を支え
る会（3）　東川口福音自由　東須磨　平塚福音
（2）　プラトナの会（3）　保見キリスト　ホー
ムチャーチ・ライトクロス　本郷台（2）　丸亀
聖書（2）　未伝地ミッションを支える会（3）　
南仙台　森福音グリーンチャペル（2）　モンゴ
ルミッションジャパン（2）　八尾福音　八尾福
音北九州チャペル　八尾福音倉敷家の教会　八
栗シオン　山形聾者キリスト　山下商会　大和
カルバリー（3）　ライフリバーチャーチ浜北

支える会交流会の報告
●去る 10月 18日（西地区）と 22日（東地区）
に KBI と OCCにて支える会の交流会が開催
しました。今回は約３年ぶりの開催というこ
ともあり、ZOOM参加の方を含め、西地区
の交流会には 12組の方が、そして東地区に
は 9組の方が参加されました。

　内容としては、設定された各テーマごとに、
予め決められた発題者がご自身の経験に基づ
いて発表をされ、そののち参加者全員で意見
交換をするという形式を取りました。取り上
げたテーマとしては、①支援会発足時の課題、
②その後の継続時における課題、③宣教師の
帰国時に関する諸課題に分けてさまざまな質
疑応答がなされました。

献金芳名リスト・個人
浅井俊貴・ひかり　安海靖郎・通子　井上隆
之　井野葉由美　井原敬二　岩井輝子　内村郷
美　Enzer Yukari（2）　夫博美　甲斐博（3）　
加藤武史・裕子　川上寧・真咲（2）　コセユリ
エ　小林宮子　小路伸夫　城山直子　新川順一　
高井ヘラー由紀（3）　高橋めぐみ　高山嘉津
子（2）　高山雅江　千金町子　坪内貴代子　鶴
若恵子　寺山加代子　西鳥亘・結衣　原國聖恵　
姫井雅夫　星出卓也・薫（3）　本田義廣　ホン
ダヨシフミ・ヨウコ　三浦岸雄（3）　ヤブウチ
マサアキ　山下順子　山下祐弘（3）　匿名（7）
（教会・団体・個人　計 179件）

事務局からのお願い
　ご献金のお振込みには、所定の赤色の払込取
扱票か、「ゆうちょダイレクト」をご利用く
ださい。

表紙の説明
●９月 22日～ 28日に第４回ローザンヌ会議
が韓国インチョンで開催され、当宣教会から、
大田総主事と吉永主事が参加しました。

アンテオケ宣教会の口座情報
●ゆうちょ銀行
　00170－ 4－ 10379

●三菱ＵＦＪ銀行
　池袋東口支店（普通）1068695

事務局からのお知らせ
●渡部惇宣教師（KPCA横浜キリスト教会 •イ
ンドネシア）、相馬裕美宣教師 ( 峰町キリス
ト教会・イギリス）は、9/9 理事会の決定に
より、新加入いたしました。

●配送料削減のために、これまでと発送形態を
変更 ( 複数口での配送 ) に変更したところが
あります。ご了承ください。

　感想ですが、支える会によって異なるステー
ジに見合った意見交換・情報交換がなされ、
日頃疑問に感じていることが、ある程度明確
になったのではないかと思います。

　なお、最後に参加者より、これからも交流会
によって支える会の横の繋がりを深めていき
たい、また関係する牧師間の交流なども図っ
ていきたいなどの要望が出され終了しまし
た。

交流会（西地区）交流会（西地区）交流会（東地区）交流会（東地区）


